
日時：令和 3年 8月 6日（金）14:00～15:00 

場所：名古屋市公館 レセプションホール 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

（1）令和３年度の二之丸庭園の修復整備について ＜資料 1＞ 

   (2) 二之丸地区の発掘調査について ＜資料 2＞ 

 ４ 報告 

  ・西之丸蔵跡追加調査について ＜資料 3＞ 

 ５ その他 

６ 閉会 

特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議（第 42 回） 



特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議（第 42 回） 出席者名簿 

日時：令和 3年 8月 6日（金）14:00～15:00 

場所：名古屋市公館 レセプションホール 

■構成員                             （敬称略） 

氏 名 所 属 備考

瀬口 哲夫 名古屋市立大学名誉教授 座長 

丸山 宏 名城大学名誉教授 副座長 

赤羽 一郎 
前名古屋市文化財調査委員会委員長・ 

元愛知淑徳大学非常勤講師 

小濵 芳朗 名古屋市立大学名誉教授  

高瀬 要一 公益財団法人琴ノ浦温山荘園代表理事  

麓  和善 名古屋工業大学名誉教授  

三浦 正幸 広島大学名誉教授  

藤井 譲治 京都大学名誉教授  



令和3年8月6日（金）
14:00～15:00
名古屋市公館　レセプションホール

　スクリーン

傍聴者受付

第42回特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議

一般
傍聴席
（１２席）

座 席 表

記者
傍聴席
(１２席)

議事録

作成者

プロジェクター

事務局

ノートＰＣ

文化財保護室 名古屋城総合事務所名古屋城総合事務所名古屋城総合事務所名古屋城総合事務所

名古屋城総合事務所 名古屋城総合事務所名古屋城総合事務所名古屋城総合事務所名古屋城総合事務所

名古屋城総合事務所 名古屋城総合事務所

構成員

赤羽 様

構成員

小濵 様

構成員

麓 様

構成員

座長 瀬口 様

構成員

副座長 丸山 様

構成員

高瀬 様
構成員

三浦 様

構成員

藤井 様
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42全体

資料1-2
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西之丸蔵跡表示の考え方について 
 

１．名古屋城西之丸北部の整備方針  『文化財の保存・公開の場』 

尾張藩の基本財産の保管庫とされていた基本的性格を継承し、重要文化財等を安全かつ適切に収蔵及

び展示するため、江戸後期に６棟存在した米蔵のうち２棟について、かつての位置や外観意匠に準拠し

た展示収蔵施設を整備しました（施設は平成３０年度竣工）。これに加え、残り４棟の蔵跡の平面表示を行い、

近世の御蔵構全体を認識できる空間整備を目指しています。 

 

２．事業の経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H25 整備構想の抜粋（関連部分） 

・遺構表示の設定時期については、六番御蔵が造営された天保５年以降とする 

・御蔵配置は以下のように推定する 

Ⅰ．御蔵の規模（建物幅や奥行き）は「金城温古録」の記載寸法を基本とする 

Ⅱ．御蔵の配置位置については「御本丸御深井丸図」の絵図情報に準拠する 

Ⅲ．発掘調査にて正確な位置が判明したものは、調査の情報を基に位置の検証、補正を行う 

 

３．平面表示に関する今後の進め方 

特別史跡名古屋城跡保存活用計画では、名古屋城の歴史的な価値をわかりやすく伝え、さらなる魅力を

高める『活用のための整備』を方向性の 1 つに位置付けており、西之丸北部においても往時の姿を実感

することで理解の促進を図ることができるよう、江戸後期の姿を目指して整備を進めてきました。今後

は以下のような方針に基づき、地元有識者会議に意見聴取したうえで平面表示を実施していく計画です。 

 

＜整備の方針＞ 

 ①一番御蔵、二番御蔵、五番御蔵、六番御蔵の平面表示を行う。 

 ②平面表示にあたり、位置の検証及び遺構面の深さを把握するため、発掘調査を実施する。 

 ③発掘調査により得られた情報と絵図情報とを突き合わせて検証し、平面表示の位置を決定する。 

年度 主な事項

平成２４年度 「特別史跡名古屋城跡全体整備計画増補版」に西之丸への展示収蔵施設整備を位置づけ

平成２４年度 遺構の残存状況等を確認するための試掘調査（Ｈ３０にも実施）

平成２５年度 「名古屋城重要文化財等展示収蔵施設整備構想」を策定（全体の整備方針、外観等）

平成２６年度 遺構を確認するための発掘調査 （Ｈ２８にも実施）

平成２７年度 展示収蔵施設の基本設計

平成２８年度 展示収蔵施設および外構の実施設計

平成２９年度 展示収蔵施設の工事着手

平成３０年度 展示収蔵施設の工事完了

平成３０年度 「特別史跡名古屋城跡保存活用計画」に一番、二番、五番、六番御蔵の平面表示を位置づけ

令和元年度 外構の工事着手（１１月）、き損事故発生（令和２年３月）

令和２年度 再発防止対策を策定（6月26日）、き損部の詳細調査、き損箇所の修復完了（令和３年１月）

令和３年度 一部範囲の外構工事を完了しプレオープン

 

＜整備手法＞ 

 ④施工にあたっては原則盛土構造とし、遺構との間に十分な保護層を確保する。 

 ⑤一番御蔵、二番御蔵、五番御蔵については、⾧方形の割石を用いて建物の輪郭を表現し、内側は真砂

土舗装を行うことにより御蔵の土間を表現する。六番御蔵については、すでに確認されているような

礎石と地覆石のイメージでの表示を行う。ただし、今後の発掘調査で蔵に関する新たな情報が得られ

た場合はこの限りではない。 

 ⑥蔵の設置時期の差異（調査の結果次第では平面表示の設定時期）については、色目の違う舗装（例え

ば白系と茶系）を施して説明板を設置するなどの差別化を検討する。 

 

＜参考とした絵図＞ 

 

                            「御本丸御深井丸図(名古屋市博物館所蔵)」 

                                 （文政元年～天保 5 年ごろ） 

                                   1818 ～ 1834 

                              特徴 

・実測図と考えられており、建物の位

置に関する精度が高い 

                              ・建造物の柱芯を示している 

                              ・建造物以外の記載が無い 

                              ・六番御蔵の建築前 

 

 

 

  

                              「金城温古録巻 28 御深井丸編五 西

之丸部「御蔵構大体」」(名古屋市蓬

左文庫所蔵) 

                              （天保 5 年～万延元年）1834～1860 

                              特徴  

                              ・図の精度は若干低い 

                              ・文字情報が豊富 

                              ・建造物の土台周りを記述 

                              ・建造物以外についても記載有り 

                              ・六番御蔵の建築後       

42全体
資料3


	1
	二之丸地区の発掘調査について

